
現在の城は昭和58年に 「長浜城歴史博物館J

として再興され、歴史的な資料を数多く展示し
ている。
北国街道と、長浜城から東に伸びる大手門通

り(美濃谷汲街道)との交差点に建てられた第百
三十銀行長浜支庖(6年後に明治銀行となる)は
壁が黒塗りだったことから 「黒壁銀行」の愛称
で親しまれた。平成元年(1989)、博物館都市構
想に基づいて 「黒壁ガラス館・黒壁一号館」と
なり、それ以降長浜観光の核となっている。
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[アヲセス]・JR北陸本線長浜駅下車。徒歩5分。
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鉄道と汽船を結ぶ駅

旧長浜駅舎
長浜市北船町

旧長浜駅舎 (県指定有都文化財)

明治15年(1882)、長浜~敦賀聞を結ぶ北陸線

の始発駅として、長浜~大津を結ぶ連絡線に接続

する駅として長浜駅が誕生した。長浜と大津を結

んだ鉄道連絡船は、同22年(1889)に湖東線の完

成により東海道線が全通したことにともなって、

廃止された。

現在みられる旧長浜駅舎は、新橋駅を手本とし

た英国風のもので、現存する駅舎としては日本最

古のものである。施設内は、駅長室や待合室など

、当時の面影をそのまま残している。 日本で初の

鉄道記念物に指定され、昭和58年からは資料館と

して一般公開されている。

東海道線全通までの暫定的なものであったとは

いえ、琵琶湖の湖上交通の潜在能力を今日に伝え

る水の宝である。
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